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10月13目、山梨県消防学校において「第22回
甲府地区消防団員総合訓練大会」が行われまし

だ。

本町消防団は、 8月後半から訓練をかさね、

ポンプ車操法・小型ポンプ操法・訓練ネし式に出

場しまし定。

火災等の災害現場においては、迅速・機敏さ

と、統率のとれだ行動が要求されます。万ーに

備え、訓練をかさねる消防団員。私だちにとっ

て「だのもしき」存在です。



昭
和
初
年
に
町
制
を
施
行
し
て
以
来
、
今
年
で
記
念
す
べ
き
白
周
年
を
迎
え
た
私
た
ち
の

H

昭
和
町
H

。
町
で
は
叩
月
四
目
、
町
制
白
周
年
を
祝
う
、
記
念
式
典
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

昭
和
町
は
今
日
ま
で
、
「
青
空
と
緑
と
産
業
の
ま
ち
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
!
ズ
に
か
か
げ
、

回
国
産
業
都
市
と
し
て
、
道
・
水
路
整
備
、
区
画
整
理
事
業
の
推
進
、
公
共
施
設
の
充
実
、

環
境
対
策
、
教
育
基
盤
の
整
備
等
を
行
い
、
飛
躍
的
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
き
た
る
引
世
紀
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
の
町
"
つ
く
り
を
活
か
し
、
「
住
ん
で
よ
か

っ
た
昭
和
町
」
を
み
な
さ
ん
と
と
も
に
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

苛年記窓式典

町
制
施
行
白
周
年
の
記
念
式
典
は

m

月
旧
日
午
前
叩
時
か
ら
総
合
会
館
に
お

い
て
、
町
内
関
係
者
、
各
種
表
彰
受
賞

者
、
来
賓
者
な
ど
約
剛
人
出
席
の
な
か

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
は

5
年
に
一
度
挙
行
さ
れ
、
席

上
、
町
政
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
に
、

表
彰
状
、
感
謝
状
、
か
贈
ら
れ
ま
し
た
。
舎

回
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
永
年
に
わ
た

り
町
振
興
に
功
績
・
善
行
の
あ
っ
た
方
、

ま
た
、
各
地
区
及
び
各
種
団
体
か
ら
ご

推
薦
を
い
た
だ
い
た
方
々
で
町
の
表
彰

規
則
に
基
づ
き
選
考
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た

方々

(
順
不
同
・
敬
称
略
)

有
功
表
彰
受
賞
者

保今今五塚鷹石若長野小
坂村津味田 野川尾田沢林

勝佳 清芳敏文
雄徹幸政大文 文 夫 f専 禰 勉

(
引
人
)

山五坂丸山塩高秋佐窪
口味本山下回野山野田

国 美 康譲光幸俊精正
光治馨弘二昭 一 明 一 男

A 表彰状・記念品をうけとる、受賞者のみなさん。

優
遇
表
~ 

野
田Z
Jι 

賞
者
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受砂
賞
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正 l

謝
男

辞
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を
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述
f礼

る

(
犯
人
)
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茂
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山
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田
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望

月

朝

徳

清
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深

津

啓
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清
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山

久

幸
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野
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次

堀
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武
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笹
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照

男
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原

省
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藤

本

洋

今

井

一

生

一
瀬

金

造

神
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寺
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花
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武

男
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部
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雄
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夫
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執
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義

小

山

邦
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善
行
表
彰
受
賞
者

感
謝
状
贈
呈
者
及
び団

体

(
犯
人
・
5
団
体
)

(
3
人
)

石田
原中

く
に
よ

よ
ね
じ

内
藤

百
合
子

団
体
善
行
表
彰
受
賞
者

(
5
団
体
)

阿

部

良

男

笠

井

薫

市

川

満

花

輪

光

恵

花
形
千
鶴
子

五
昧
た
み
子

中

村

初

枝

荻
野
智
恵
子

樋

口

敏

夫

堀
之
内
法
政

小

林

好

江

小

川

三

郎

清

水

巌

塚

原

博

明

長

津

丈

夫

河

澄

常

雄

村

松

清

小
野
間
宣
子

磯

部

信

与

北
爪

房
子

清

水

忠

造

磯
部
き
だ
子

鷹

野

高

子

雨

宮

幹

夫

豊
川
冨
士
江

深

川

和

子

小

津

春

男

河

西

秀

吏

木

村

章

二

松

木

近

政

上
河
東
二
区
老
人
ク
ラ
ブ

代

表

三

井

紙
漉
阿
原
老
人
ク
ラ
ブ

代

表

窪

田

上
河
東
子
供
ク
ラ
ブ

代

表

赤

池

河
西
青
少
年
育
成
会

代

表

金

丸

西
条
二
区
育
成
会

代
表

敏
彦

利
孝

善
行

正
文

俊
夫

若
尾

手

塚

初

枝

河

西

啓

子

松
下
電
器
産
業
(
株
)

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
事
業
部

松
下
電
器
産
業
(
株
)

精
機
事
業
部

富
士
通
カ
ン
タ
ム
デ
バ
イ
ス
(
株
)

(
株
)
日
立
製
作
所
半
導
体
事
業
部

甲
府
工
場

テ
ル
モ
(
株
)
甲
府
工
場 村

松

幸
子

役
場
永
年
勤
続
職
員

感
謝
状
贈
呈
者

飯

島

掻

周

都

築

勝

人

井

口

悟

志

村

武

夫

向

山

晃

河

西

実

井
上
み
づ
江

田

中

輝

子

(
8
人
)

(
学
校
教
育
課
長
)

(
経
済
課
長
)

(
環
境
衛
生
課
長
)

(
建
設
課
主
幹
)

(
総
務
課
主
幹
)

(
企
画
行
政
課
主
幹
)

(
町
民
窓
口
課
主
査
)

(主
任
調
理
員
)

々r努家主r~タぎfd
町制施行25周年を記念し、本町の町勢

要覧を発刊いたしました。

町の「舎」が表現されています。

ぜひご覧ください。

lj話ふ!苛!細山民間

島・筒舗町四時輯圃輔哨脇謙越路盛綱関廼薗回国盟国圃・・・・・・・
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本
町
が
山
梨
県
警
察
本
部
か
ら
感
謝
状
を

授
与
さ
れ
ま
し
た

8
月
初
日
、
本
町
が
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ

5
0
0
日
を
達
成
し
、
山
梨
県
警

察
本
部
か
ら
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し

た。
本
町
は
、
甲
府
市
中
心
部

へ
向
か
う

幹
線
道
路
が
と
お
り
、
ま
た
、
町
内
の

道
路
整
備
も
進
ん
で
い
る
た
め
、
交
通

量
は
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
町
で
は
複
雑
・
多
様
化
す
る

交
通
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
ま
た
、

少
し
で
も
交
通
事
故
を
減
ら
す
た
め
、

カ
l
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
や
道
路
標
識
の

整
備
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

町
内
の
交
通
事
故
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
毎
月
の
広
報
(
最
終
ぺ

l
ジ
)
に

掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
物
損
・
人
身
事

故
等
の
発
生
は
あ
る
も
の
の
、
死
亡
事

故
者
数
は
ゼ
ロ
が
続
い
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
を
減
ら
す
に
は
、
車
を
運

転
す
る
側
と
、
自
転
車
や
バ
イ
ク
、
歩

行
者
の
い
わ
ゆ
る
「
交
通
弱
者
」
で
あ

る
側
が

一
体
と
な
っ
て
交
通
安
全
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
町
で
は
、

カ

l
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
の
交
通
安
全
施
設

の
整
備
の
ほ
か
、
幼
児
や
小
学
生
、
お

年
寄
り
を
対
象
に
交
通
安
全
教
室
を
ひ

ら
く
な
ど
交
通
安
全
に
関
す

る
啓
蒙
活
動
も
行
っ
て
い
ま

す。

「交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
記

録
」
が
こ
れ
か
ら
も
続
く
よ

う
交
通
安
全
に
努
め
た
い
も

の
で
す
。

相
耐
震
万
津
安

A

ぷ
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P
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A
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一
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J
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紋
将
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ぎ
ム
。
06
w

jo
w
-議
ぞ
い
お
害
事
実
立
岩
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、い

を
b
c
被
寧
を
r
5・b
荷品
dm叫
を
た
た

M

M
m

え
翠
空
交
孟
拐
を
麦
旨
叫
す
1

W

柔
ハ
隼
八
時

d

宇
宙

叫

w

h事

-u-
装
警
察
本
母
衣

k

叫
関

与
h

晶
4

久
和
地
隆
治

m

amhw

，
M
明

襲
撃
引
を

J

害
支
究
活
性
総

こ
ん
な
こ
と
、
気
を
つ
け
て
い
る
よ

優香さん企望月

「
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
と
き
」

私
は
日
ご
ろ
、
信
号
無
視
、
ス
ピ
ー

ド
の
出
し
過
ぎ
な
ど
の
危
険
な
運
転
を

す
る
車
を
見
か
け
ま
す
。
登
下
校
中
や

自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
と
き
は
、
安
全

を
確
か
め
て
か
ら
道
路
を
渡
り
ま
す
。

私
は
、
事
故
の
な
い
よ
う
気
を
つ
け
る

に
は
、
一
人
一
人
の
自
覚
が
一
番
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
車
も
交
通
ル

l
ル
を

守
っ
て
安
全
運
転
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

SJ婦人交通指4要員かそう

「
横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
」

④ 

慎也さん

平成8.11.1しょうわ
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横
断
歩
道
だ
け
の
所
は
、
右
左
を
み

て
、
車
が
止
ま
っ
て
く
れ
た
ら
、

J
遡
っ

て
い
い

」

っ
て
い
う
合
図
を
み
て
、
子

を
あ
げ
て
早
め
に
渡
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。そ

の
後
は
、
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
言
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

私たちは、毎朝町内の危険個所に立ち、

子どもたちが無事登校できるよう指導し

ています。

交通指導をしていると、自動車の運転

手も朝は忙しいので少しでも早くと思い、

無理な運転をして、子どもたちが渡って

いても、私たちが旗を振っていても、 「突

っ込んで、」くることがあり、‘ヒャー'とす

る事もあります。

今回、昭和町が、交通死亡事故ゼロ500

日を達成いたしました。これを機会に、

私たち指導員も、幼児・児童・高齢者を中

心に交通安全教室を行い、交通事故のな

い町にしていきたいと思います。皆様も

交通事故には十分気をつけてください。

樋口松子・海和節子昭和町婦人交通指導員



保険料の納付は忘れすに

1-1月{ま「国民年金制度推進月間」
国民年金制度は、 20歳から60歳
までのすべての人が加入者とな

り、すべての人に共通の「基礎

年金」を支給する制度です。

で年国
す 齢 民

、年

所 金
得の
に保
関険
係料
なは
く
一 性
律別

は

)

制

q
ら

刺
肝
か

似

叩

月

者
6

.
ド

4

犠

児

年

側

額

間

一
円
月
刊

第

(

初
歳
か
ら

ω歳
に
な
る
ま
で
の

ω年
間
納
め
ま
す
。

日
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
支
給
さ
れ
る

老
齢
基
礎
年
金

支
給
を
受
け
る
た
め
に
は

次
の

1
1
5
を
合
計
し
て
、
原
則
と
し

て
お
年
以
上
の
期
間
が
必
要
で
す
。

1

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期
間

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受
け

た
期
間

任
意
加
入
し
た
期
間

昭
和
初
年

4
月
以
降
の
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
の
加
入
期
間

第

3
号
被
保
険
者
期
間

老
齢
基
礎
年
金
は
、
大
正
日

年

4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
に
適
用
さ
れ
、
保
険
料
を
納

め
た
期
間
(
保
険
料
免
除
期
間

を
含
む
)
が
お
年
以
上
あ
る
人

が
、
原
則
と
し
て
は
山
歳
に
な

っ

た
と
き
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

年金額は785，500円(平成 8年度額)

これは、 60歳になるまでのすべての期間に保険料を納付した場

合に65歳から支給される満額の金額です。保険料に未納・免除

期間がある人は、その不足する期間に応じて減額されます。

繰り上げ支給

老齢基礎年金の支給開始年齢は65歳ですが、希望すれば65歳に

なる前からでも受けられます。ただし、受給率は下表のとおり

減額され、その額は65歳になっても引き上げられることはなく、

減額されたままの年金額になります。
2 3 4 5 

受給率 (65歳で受ける年金額を 100%として)

11 

例昭和竹年10月生まれ加入可能年数35年
保険料を35年間納めて、 60歳で繰り上げ請求した場合

420月785，500円x :~~:: XO.58==455，600円420月

ー
シ
リ
ー
ズ
環
境
⑪
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
「
古
紙
L

巳
つ
い
て

i

↑
コ
げ
民
ハ
ゾ
，
司
当
官
Y

ハ
院
幹
向
リ

1
・/。

司
L
釦
刷
n
u
v
F阻
』
叫
刊
現
唖
「
畠
山
町

F
D
Oノ

半
分
は
「
ゴ
ミ
」

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
イ
ク
ル
で
き
な
い
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ

「紙」
。
日
本
は
紙
の
大
量
消
費
国

l
パ
ー
な
ど
は
、
再
生
紙
の
も
の

で
あ
り
、
燃
や
せ
ば
済
む
と
思
わ
を
使
用
し
、
そ
の
他
の
紙
に
つ
い

れ
が
ち
な
「
紙
」
の
処
理
問
題
は
て
も
、
で
き
る
だ
け
再
生
紙
の
利

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
古
紙

の

回

用

を

心

が

け

ま

し

ょ

う

。

収
率
は
約
日
%
と
、
高
率
と
思
わ
町
で
は
、
各
地
区
に
資
源
回
収

れ
が
ち
で
す
が
、
半
分
は
ゴ
ミ
と
ボ

ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
牛
乳
パ
ッぎ

っ

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
と
も
い
え
ま
ク
、
段
ボ
ー
ル
の
ほ
か
新
聞
、
雑

が
み

す
。
古
紙
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
利
紙
(
チ
ラ
シ
な
ど
)
の
回
収
を
行
い
、

点
と
し
て
は
、
森
林
資
源
の
保
護
、
そ
の
売
り
上
げ
を
地
区
に
還
元
し

エ
ネ
ル
ギ
ー

の
節
約
、

ゴ

ミ

処

分

て

い

ま

す

。
古
紙
は
、
生
ゴ
ミ
と

場
を
守
る
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

一
緒
に
「
燃
え
る
ゴ
ミ
」
と
し
て

す
が
、
せ

っ
か
く
リ
サ
イ
ク
ル
し
扱
う
の
で
は
な
く
、
資
源
回
収
ボ

た
紙
を
、
品
質
が
劣
る
な
ど
と
し

ッ
ク
ス
を
利
用
す
る
な
ど
、
リ
サ

て
、
使
わ
な
い
の
で
は
リ
サ
イ
ク
イ
ク
ル
で
き
る
「
資
源
」
と
し
て
、

ル
の
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
リ

サ

有

効

利

用

を

図

り

ま

し

ょ

う
。

: ðlfjf双生~ng{.t.フQ :

コンビューター用
紙などの上質紙

牛乳パック

段ボール

新聞紙

雑誌

平成8.竹.1⑤広報 しょうわ



• 

電
話
勧
誘
販
売
に
ク

l
リ
ン
グ
オ
フ
が

適
用
さ
れ
ま
す

近
年
急
増
し
て
い
る
電
話

勧
誘
販
売
や
、
連
鎖
販
売
取

引
に
よ
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぐ
た
め
、
平
成
8
年

5

月
に
改
正
さ
れ
た
「
訪
問
販

売
法
」
。
舎
月
下
旬
に
施
行
予

定
の
こ
の
法
律
に
つ
い
て
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

電
話
勧
誘
販
売
と
は
?

事
業
者
が
電
話
で
、
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
勧
誘
を
し
て
取
引
を
行
う
、
電
話

勧
誘
販
売
は
、
消
費
者
が
受
け
身
の
立

場
に
お
か
れ
て
し
ま
い
、
本
人
の
意
思

が
不
安
定
な
ま
ま
申
し
込
ん
だ
り
、
契

約
し
て
し
ま
う
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
最
近
で
は
、
資
格
講
座
を
巡
る

ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

連
鎖
販
売
取
引
と
は
?

連
鎖
販
売
取
引
の
う
ち
、
こ
こ
数
年

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
悪
質

な
マ
ル
チ
商
法
(
ね
ず
み
講
式
販
売
法

と
も
呼
ば
れ
る
)
に
よ
る
被
害
で
す。

マ
ル
チ
商
法
は
、
消
費
者
自
ら
が
販
売

員
と
な
り
、
会
員
を
増
や
し
な
が
ら
商

品
を
買
わ
せ
、
販
売
額
に
応
じ
て
利
益

を
受
け
取
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

電
話
勧
誘
に
お
け
る

主
な
改
正
点

書
面
の
交
付
義
務
!
i

販
売
業
者
は
、
売
買
契
約
な
ど
の
申

し
込
み
を
受
け
た
と
き
、
ま
た
は
、
売

買
契
約
を
締
結
し
た
と
き
は
、
取
引
条

件
を
記
載
し
た
書
面
を
交
付
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ク
l
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
適
用
'
j
a
i
-

消
費
者
は
、
書
面
を
受
け
取

っ
た
日

か
ら

8
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク

l
リ
ン
グ

・
オ
フ
(
無
条
件
に
よ
る
申
し
込
み
の

撤
回
ま
た
は
、
契
約
の
解
除
)
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

広
告
な
ど
を
み
て
、
消
費
者
か
ら
業

者
へ
電
話
を
か
け
た
場
合
に
は
、
そ
の

な
か
で
業
者
か
ら
勧
誘
が
行
わ
れ
で
も

電
話
勧
誘
販
売
の
対
象
に
は
な
ら
ず
、

ク
l
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
行
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

多国以内
連
鎖
販
売
取
引
に
お
け
る

主
な
改
正
点

禁
止
行
為
の
対
象
者
の
拡
大
!
!

こ
れ
ま
で
販
売
組
織
の
ト

ッ
プ
(
統

括
者
及
ぴ
勧
誘
者
)
に
限
定
し
て
い
た

禁
止
行
為
の
規
制
対
象
が
、
下
位
の
加

盟
者
な
ど
実
際
の
勧
誘
実
行
者
に
も
拡

大
さ
れ
ま
す
。

ク
l
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
の
延
長
!

ク
l
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
行
う
こ
と
の

で
き
る
期
間
が
、
現
行
の

M
日
聞
か
ら

初
日
間
に
延
長
さ
れ
ま
す
。

女
申
し
込
み
ゃ
契
約
を
延
長
す
る
と
き

は
慎
重
に
、
ま
た
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
た
と
き
や
、
な
り
そ
う
な
場
合

に
は
最
寄
り
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

医首長lメ|モ
女子宮癌検診受診をおすすめします

山梨医科大学助手

産科婦人科端品彦

先
日
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
す
ま
す
長
生

き
固
と
な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
女

性
は
男
性
よ
り
長
生
き
で
あ
り
、
今

後
ま
す
ま
す
高
齢
女
性
の
全
人
口
に

占
め
る
割
合
は
、
出
産
数
の
減
少
と

相
ま

っ
て
増
加
し
て
い
く
こ
と
で
し

ょ
う
。
高
齢
に
な
っ
た
時
に
、
生
き

甲
斐
の
あ
る
生
活
を
す
る
た
め
に
は
、

健
康
保
持
に
必
要
な
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を

常
日
頃
か
ら
心
が
け
る
事
が
大
切
に

な
っ
て
き
ま
す
。
歯
、
目
、
耳
の
ケ

ア
、
骨
組
軽
症
の
予
防
な
ど
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
各
種
癌
検
診
も
重

要
な
ヘ
ル
ス
ケ
ア
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
回
は
子
宮
癌
検
診
に
つ
い
て
お
話

し
し
、
そ
の
意
昧
、
重
要
性
に
つ
い

て
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
は
、
病
気
が
癌
で
あ
っ
て
も

癌
が
進
行
す
る
前
に
見
つ
け
だ
せ
れ

⑥ 平成8.11.1

ば
治
せ
ま
す
。
子
宮
癌
も
早
い
段
階

で
見
つ
け
ら
れ
れ
ば
、
は
ぽ

一
O
O

%
泊
り
ま
す
。
し
か
し
実
際
の
現
場

で
は
、
す
で
に
か
な
り
の
進
行
癌
で

は
じ
め
て
病
院
に
来
ら
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
も
事
実
で
す
。
早
期

に
癌
を
見
つ
け
だ
し
、
初
期
の
た
め

そ
れ
ほ
ど
大
変
で
は
な
い
治
療
で
治

す
こ
と
が
、

子
宮
癌
検
診
の
大
き
な

目
的
で
す
。
子
宮
癌
は
、
癌
の
で
き

る
場
所
の
違
い
に
よ
り
、
子
宮
頚
癌

と
子
宮
体
癌
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

数
は
子
宮
頚
癌
の
方
が
多
い
の
で
す

が
、
最
近
は
子
宮
体
癌
も
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
子
宮
癌
検
診
の
方
法
は

細
胞
診
と
い
っ
て
、
子
宮
頚
部
、
子

宮
体
部
よ
り
細
胞
を
採
取
す
る
わ
け

で
す
が
痛
み
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
検
査
に
よ
り
病
気
が
疑
わ

れ
る
人
を
見
つ
け
だ
し
、
よ
り
詳
し

い
検
査
を
行
い
、
癌
が
あ
る
か
な
い

か
を
調
べ
る
わ
け
で
す
。
さ
ら
に
癌

に
将
来
進
む
可
能
性
が
高
い
前
癌
状

態
の
病
気
(
癌
の
手
前
の
状
態
)
の

発
見
も
可
能
で
す
。
初
期
の
癌
で
あ

れ
ば
入
院
期
間
も
短
く
、
治
療
も
比

較
的
簡
単
な
方
法
で
治
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
出
血
な
ど
の
自
覚
症
状
が

あ
っ
て
も
癌
で
な
い
こ
と
も
も
ち
ろ

ん
あ
り
ま
す
が
、
自
覚
症
状
が
無
く

て
も
初
期
の
癌
で
あ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
自
覚
症
状
が
無

く
て
も
定
期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
初
め
て
子
宮
癌
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
が
可
能
な
わ
け
で

す
。
検
診
に
行
く
の
は
、
ち
ょ

っ
と

億
劫
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
ご
自
分

の
健
康
を
ご
自
分
の
ち
ょ
っ
と
し
た

勇
気
で
勝
ち
取
る
た
め
に
、
子
宮
癌

検
診
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。企

画

しょうわ広報

財
団
法
人

里
仁
会



お帰りメ ロディー放送時間

午後4時に
今月からお帰りメ ロディーの放送時

間が、午後 5時から午後 4時に変わり

ます。

売やすいところに貼るなどしてご利用くだ、さい

11月から 3月まで、

夜間の部の温水ブ

ールご利用時闘が、

午後 9時までとな

ります。
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1
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霜
凶

飼 えな くな った

犬 、描収集日

先勝 4 友51 負先 イ滅ム 7 大安
圃文化の日 振替休日 立冬
可申 一一一一一一一一一ー一一一一一ー 一ーーーーーーー『ー--ー『 ーーーー ー『ー『ーーー ーーー ーー ーーーーー ー 司司『ーー ー『一一一一 一一一ー ー - ー ー ー - ー一一一一一一一一一一一一一 ー ーー ー ーー一『ーー一一一 『 ーーー ーー

総合会館温泉定 図書館 ・温水プ

話
心、酉己ごとキ目言炎 学 校カウ ンセラ 母 子手帳 交 付 及

休 日 ール休館日 (総合 会館午 後 一相談 日(中央 ぴ一般健康相談

温水プール休館 総合会館温泉定 1 11寺一) 公民館午 前 9時 -安 産教 室①
日 イ木目 リハビリ教室 (総合会館)

t「F文両化日講0[:1寺演3会 」 (総合会館) ポ リ オ 投 与
10 [:l~30分一

12時重力(総合会館
(総合 会館)

軽運室)

温水ブール休館白(点横の定め)

10 ~ 11強 12室 13百 14露 15奇
技能の日 世界平和記念日 七五三

ー ー ー ー一一一一一一一一一一 一一一 一ーー ーーーー ー ーー ー ー『ー ー - - - --ー ーーーーーーーーー ー ーー ー ーー - ー一『一一一一一 ーーーー ーー ーーー ーーー一一一ー一一一一一一 ー-- - --再『一ー一 一 一 ーー ー 一 一

'96昭和町ス ポ 図 書館温水ブール 'L.、酉己こ了とキ目言炎 学校カ ウ ンセ ラー相

ー ツフェス テ ィ イ木皇官日 (総合会館午後
談 日(中央公民館午

学校カ ウンセラー相 前 9時 一)
ノぐ/レ 談 日(中央公民館午 1時-)行政相 日健診 (総合会館bl飼え な くな った

甫可9a寺一) 談(中央公民館 入門「書道教室」② 犬・猫収集 日
入門「謹二道教室」① 午 後 1時-) 午後 7時30分~
午後 7時30分一

乳児健診

(総合 会館)
¥J一一一一一~ノ

17強 118室 19百 20露 21奇 22 ~ 
県民の日 小雪

総合会館温泉定 |図書館温水ブール 乳がん検診 ・骨 心配こと相談 (総合 学校カウンセ ラー相 |空 き缶回収日

組し ょ う症検診
会館午後 1時 一) 談日 (中央公民館午

イ木目 休学館校日カウ ンセ ラー相 リハ ビリ 教室 部19日寺一)
談日(中央公民館午 (総合 会館) (総合会館) 5歳児健診

前 9時-) 定例 ボカシづくり会 (総合会館)
母子手帳交付及びー 午後 1時 一 (総合会 入門「書道教室」④
般健康相談 (総合会 査官) 午後 7時30分一
査官) ペッ トボト ル回収 日 読み聞かせと お話の
入f吋 「書道教室」 ③ 会 (図書館午前 11時
午後 7時四分一

24 室 j ~~ 百 26語 27奇 28 ~ 129強
読書週間

一一ー一一一一一一 一世一一---ーー ー ーー一一 ー一一ー一一 ー一一一一 一』

税関記念日

-'- '-' .・，"'}"-<>品、
両た"-./"、包，!""oJ.... 、、よ¥2..._r~同 /.0目、、Q守〈毛〈く乙〉、

、、 4ι 品、
tι <e>\~\ 

図書館・温水ブー ル
休館巴
:学校カ ウンセラ ー相
談 日 (中央公民館午
部19n寺一)
安産教室② ・乳がん
検診 ・骨粗し ょう症
検診(総合会館)
入門「書道教室」⑤
L"fj'灸 7n寺30う士一

3歳児健診

(総合会館)

心、酉己ごとキ目言炎

(総合会 館 午 後

111寺一)

リハビリ教室

(総合会館 )

粗大ゴ ミ収 集 日

学校カウン セラー相
言炎日

(中央公民館午前 9
H寺-)

ポ リオ追加投与
(総合会館)
入門「書道教室」⑤
午後 7時 30分一
図書館休館日

手し児整 形外科検
舌会

母 子手帳 交 付及

ぴ 一 般健康 相談

(総合会館)

西 西 清 西 |押河紙 築 飯 河 主 主
条条水条|東j鹿地 河

| 河東
新新|中阿新 一

区 区 居 田|越島原居喰西東区
毎週火・金曜日 | 毎週月・木曜日

T日・ 5日・ 8日・12日 I7日・竹田・14臼・18日
↑5日・↑9日・22日・26日・29日I 21日 .25日 .28日
第2水曜日・第4水曜日|第?水曜日・第3水曜日

T3日 .27日 6日・ 20日

27日(第4水曜日)

20日(水) 空き缶回収臼 22日(金)

地
区
一
燃
え
る
物

⑦広報 し よ う わ 平成8.11.1

※収集日 が祝日の場合 は収集業務はいたしま

せんので次回の収集 日をご利用ください。

※必ず町指定の収集袋を使用して ください。

黒いビニール袋などてネは出さないでください。

※収集袋、荷札には必ず氏名、電話番号を記入し

てください。荷札は粗大 ゴミに使用してくださし、

※収集日の当 日午前 8時 30分 までに出してく

アごきし可。

※燃える物、燃えない物の分別はし っかりお

こなっ てください。

※引 っ越しゴミなどを早 く処理したい方は、

役場環境衛生課へご相談ください。

fi75-21l1 (内線226)



手し 児 健 康 き~
ロジ 査

実施日 きロdすケq 当 ノ!日し 受付時間

平成7年10月生まれ 午後?時---1時15分

11月13日
(水)

平成8年 T月生まれ 午後1時30分---2時

実施日 画家 当 ノI臼し 受付時間

平成8年 7月生まれ 午後1時---1時15分

11月14日
(木)

平成8年 4月生まれ 午後?時30分---2時

場所総合会館

持ち物 母子子1I長・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル

乳児整形外科検診

実施日刊月29日(金)

受付時間午後T時-----1時15分
場 所総 合 会 館

該当児平成 8年 7月~平成 8年 8月生まれのお子さん

持ち物 母子子11長・筆記用具

*神経芽細胞腫検査の説明と検査セットの配布一.7月生まれ

*予防接種の説明と予診票・パンフレット等の配布・・・ 8月生まれ

3 歳児健康診査

実施日 11月26日〈火)

受付時間午後T時---1時30分

場 所総合会館

該当児平成 5年 8月~平成 5年 9月生まれのお子さん

及ぴ前回未受診のお子さん

持ち物母子手11長・ 3歳児健康診査票・尿検査セッ ト 他

5 歳児健康診査

実 施日竹月21日(木)

受付時間午後f時---1時30分
場 所総合会館

該当児平成 3年 8月~平成 3年10月生まれのお子さん

及び前回未受診のお子さん

持ち物母子子11辰・ 5歳児健診質問票・尿検査セッ ト

安 産 教 室

日時 11月8日(金) . 25日(月)

午後 f時30分---4時

場 所 総 合 会 館

対象者出産予定日が平成 8年12月~平成 9年 3月の方

内 容母乳育児、お産に関する講義、妊婦体操や呼吸法

の実技など

~ t1I ¥A;， ¥c:kノク

秋期ポリオ生ワクチン投与

日 時竹月 7日(木)午後f時---2時15分

場 所総合会館

該当児

企 1回目…平成 8年 2月~平式 8年 7月生まれのお子さん

企2回目…平成 7年 8月~平式 8年 1月生まれのお子さん

企生後90ヶ月以内で 2回の投与が完了していないお子さん

持ち物母子手帳・予診票

※追加投与…竹月28日(木)午後 f時---1時30分

(7日に投与で、きなかったお子さんが対象で、す)

骨粗しよう症・乳がん検診

-対象者骨粗しょう症検診 20歳-65歳の女性で昨年受

けられなかった方

礼がん検診 30歳以上の女性

・模診日時 骨粗しょう症検診 11月15日働・19日(刈・25日(月)

時間:午前 9時~午後 3時

手しがん検診 11月19日(刈・ 25日(月)

12月2日(月)・ 6日働

9日(月)・ 13日働

時間:午後 2時~午後 3時30分

・定 員骨粗しょう症検診 1日→160人(先着順)

手しがん検診 1日→100人(先着順)

・お申込み 総合会館のロビーにご本人がおいでください。

方法 その場で受診日と時間設定を行います。

-ぉ申込み

日時

-模診場所

*検診の説明、パンフレットの配布等がありま

すので、電話でのお申込みはご遠慮ください。

11月8日働・ 11日(月)・ 12日(火)

午前 9時~午前11時30分・午後 1時~午後 4時

総合会館保健センター

-受診料無料

田子手帳受付及び一般健康相談

日 時竹月 8日(金)・ 18日(月)・ 29日(金)

午前9時---11時30分

場 所総合会館

※総合健診の結果表をお渡ししています。

※子宮がん模診の申込みを受付けています。

※母子手帳の交付を希望される方は、印鑑をお持ち下さい。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行います。

※予防接種についてのご相談も受付けています。

園保健・健康に関するお問合せは
役場健康福祉課保健指導係

fi'75-2111 内線252・253までどうぞ

広報しようわ平成8.竹.1 ⑧



WS充実伏兵はちの翠唱えです。
消防団長から

日
月
9
日
j
同
日

秋
の
全
国
火
災
予
防
週
間

日
月
9
日
か
ら
日
日

ま
で
、
秋
の
全
国
火
災

予
防
週
間
で
す
。
こ
の

時
期
は
、
空
気
が
乾
燥

し
火
災
の
発
生
し
や
す

い
と
き
で
す
。
ま
た
、

空
き
地
の
枯
れ
草
火
災
等
が
多
発
す
る

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、
期
間
中
午
後
9
時
に
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
、
火
災
予
防
の
啓
発
を

行
う
と
と
も
に
、
町
消
防
団
員
に
よ
る

各
地
区
の
火
災
予
防
巡
回
も
行
わ
れ
ま

す
。火

災
は
、
私
た
ち
の
生
命

・
財
産
を
一
瞬
に
し
て
奪
っ

て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
災
害
で

す
が
、
ほ
ん
の
少
し
の
心
が

け
で
未
然
に
防
止
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
寝
る
前
や

出
か
け
る
際
に
は
、
火
の
元

に
十
分
注
意
し
、
火
災
予
防

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

企火災の被害をくい止める初期消火。

本年も 11月 9日より秋の火災予防週

間が始まります。寒さが増すにつれて

火を扱う機会が多くなりますが、私達

のちょっとした不注意が思わぬ火災を

発生させ貴重な財産 を失うばかりか、

何よりも大事 な愛しい家族の生命をも

危険にさらすことになります。本町も

都市化が進み火災原因が多様化する中、

恐し、火災を未然に防 ぐ様、普段の努力

が何よりも大切です。例えば台所の近

くの見える所に消火器を必ず備え付け

家の周囲には燃えやすい物を置かない

ことです。

私達消防団員は町民皆様の信頼に応

えるべく日々訓練を重ね努力して参る

所存ですので、今後共御指導 と御協力

を、御願し、ヰlし上げます。

cl 

昭和町消防団

野中敏美団長 ¥

砂
タ
バ
コ
の
火
の
不
始
末
は
火
災
原
因

の
上
位

1 

家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い

寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ

捨
て
を
し
な
い

天
ぷ
ら
を
あ
げ
る
と
き
は
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い

風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火

を
し
な
い

2 3 4 

5 

子
ど
も
に
は

マ
ッ
チ
や
ラ

イ
タ
ー
で
遊

ば
せ
な
い

電
気
器
具
は

正
し
く
使
い

た
こ
足
配
線

は
し
な
い

ス
ト
ー
ブ

の

そ
ば
に
燃
え

や
す
い
も
の

を
置
か
な
い

7つのポイント

6 7 

圃望
町
内
保
育
園
の
入
国
説
明
会
を

実
施
し
ま
す

平
成

9
年
度
、
町
内
の
保
育
園
に
入

国
を
希
望
さ
れ
る
幼
児
の
入
国
説
明
会

を
実
施
し
ま
す
。
現
在
在
園
中
で
、
来

年
度
も
引
き
続
き
在
国
を
希
望
さ
れ
る

幼
児
に
つ
い
て
も
、
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
入
国
申
請
書
は
、
説
明
会
当
日

に
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
都
合
に
よ
り
説
明
会
に
ご
出

席
で
き
な
い
場
合
は
、
健
康
福
祉
課
福

祉
係
(
総
合
会
館
内
)
に
入
国
申
請
書

が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

女
入
園
で
き
る
基
準

町
内
に
住
所
を
有
し
、
保
護
者
の
労

働
条
件
や
家
庭
の
事
情
に
よ
り
保
育

で
き
な
い
小
学
校
就
学
前
の
幼
児

詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
課
福
祉
係

(万
|
2
1
1
1
)
ま
で

332j 
j島圃)

土5震富司 保常永育園 震昭育園 保押原育園 保名育園

日附月 樹月E 1月1附日1 2 4 Z程説明の日支

午後7時30分 時

8時30分 間

上河東
河里四 西条四

押越八四
所

在
1¥ 五1¥ 

地

東上河 河西 新届築池 着水新居 西条区 紙漉富 押鍾
i也

東上河 飯瞭

区

西条霊 西条長
区 名

60名 60名 90名 90名 員λ-と『
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青少年・教職員海外派遣
オーストラリ戸ホームステイ 8/16-26 

INA字交源

なヤでとをi

秋の交通安全運動

9/25 fl革委f左差ヨ
秋の全国交通安全運動に伴う

街頭指導が昭和バイパス中央道

交差下で実施され、交通安全協

会昭和支部及び婦人部、昭和町

交通安全母の会など交通安全関

係者の子で、 ドライパーに風船

や特産のなすが配られ、交通安

全を呼びかけました。

甲府地区消防団員

総
メ入
口

訓
練
大
l込

10/13日

消防団員の資質の向上と技術

の修得を目的に、甲府地区消防

団員総合訓練大会が、消防学校

において行われました。本町消

防団員も訓練礼式・小型ポンフ。

操法・ポンプ車操法を披露しま

した。

植廟睡国瞳胆開聞囲

¥，.;;， 

町の国際化事業の

一環として、毎年実

施している 「青少年

.教職員海外派遣」。

今年は、 20人が参加

し国際交流を深めま

しfこO

企出発にさきた、って行われた結図式

‘ホームステイ先の家族との交流会。

とても楽しいひとときでした。

今
、
わ
や
か
・

b
Z
!ア

み
れ

ahvコ
ふ
ベ

9
月
ロ
日
、
グ
リ
ー
ン
パ
レ
イ
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
第
8
回
き

わ
や
か
・
第
7
回
シ
ニ
ア
ふ
れ
あ
い
コ

ン
ペ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

9/12 

J) 

大
会
結
果

き
わ
や
か

優

勝
準
優
勝

第

3
位

B
・
G

シ
ニ
ア

優

勝
準
優
勝

第

3
位

B
・
G

石伊海大
井藤和沼

松長松河
岡倉岡澄

)
内
ス
コ
ア

智茂節文
久俊子-

101 112 III 106 

丑
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m
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正
し
い
犬
の
飼
い
方
教
室
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山
梨
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
月
第
三
水
曜
日
、
午
後
2
時
か
ら

正
し
い
犬
の
飼
い
方
教
室
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
事
前
に
同
セ
ン
タ

ー
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

0

・
お
問
合
せ
先

山
梨
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

(
g
n
|
5
0
3
4
)
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( 境場環衛生 カ行犬ゼし 袋のし収集車 場 日
8 犬

てに場β日、よ所 時 し 犬 が
く入 に つを 7j5 ぃ

だれはいが総辺館合目品l、j 午間 11 

か放 な 方
さて必てく 月 りし !i課なく 不
いヒ麻ずくる 10 1 つ飼へ

日な月。モだま 時日
犬

ないとごつ
で袋な さで 50 (金)

ぎま にし 連絡く たら
し い は 分ノ 15

猫収集 r勺f'つニf 
つど 。飼王 10 ¥ ~ 山 し な
かのま 時 よい だま
り丈夫 たも 55 (金) 」う で、 いさ役ず封、い分 日



ご
存
じ
で
す
か

公
証
制
度
重
要
な
契
約
や
遺
一
一
一
一
口
の
際
に
役
立
つ

不
動
産
売
買
な
ど
の
契
約
書
や
遺
言
書
の
証
拠
力
を
強
め
、
の
ち
の
ち
の
ト

ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
だ
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
「
公
証
制
度
L

を
ご
存
じ
で
す
か
。

法
律
の
ブ
口
で
あ
る
公
証
人
が
、
法
的
に
特
別
の
証
拠
力
、
ガ
認
め
ら
れ
て
い
る

文
書
寸
公
正
証
書
L

を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
取
引
や
財

産
の
安
全
の
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

不
動
産
の
売
買
や
金
銭
の
貸
し
借
り

な
ど
の
重
要
な
取
引
を
し
た
り
、
遺
言

を
残
し
た
り
す
る
と
き
に
は
、
多
く
の

場
合
、
契
約
書
や
遺
言
書
を
つ
く
り
、

文
書
と
し
て
残
し
ま
す
。
し
か
し
、
せ

っ
か
く
作
成
し
た
文
書
で
も
、
後
日
、

当
事
者
間
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
そ

の
内
容
が
争
わ
れ
た
り
、
法
律
的
に
み

て
内
容
が
不
明
確
な
た
め
に
紛
争
が
生

じ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
重
要
な
契
約
書

や
遺
言
書
を
作
成
す
る
場
合
に
は
、
の

ち
の
ち
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
も

「
公
証
制
度
」
の
利
用
を
お
勧
め
し
ま

す
。金

銭
の
貸
し
借
り
な
ど
に
も

役
立
つ
公
証
制
度

公
証
制
度
は
、
当
事
者
の
ほ
か
に
公

証
人
が
か
か
わ
り
、
法
律
的
に
み
て
有

効
な
文
書

「
公
正
証
書
」
を
作
成
す
る

こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
取
引
や
財

産
の
安
全
の
確
保
を
図

っ
て
い
ま
す
。

法
務
大
臣
か
ら
任
命
さ
れ
る
公
証
人
は
、

裁
判
官
や
検
察
官
、
法
務
局
長
な
ど
を

長
く
務
め
た
、
い
わ
ば
法
律
の
プ

ロ
で
す

n

公
証
人
が
作
成
し
た
公
正
証
書
に
は
、

法
律
に
よ
っ
て

一
般
の
私
文
書
に
比
べ

強
い
証
拠
力
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

公
正
証
書
は
、
不
動
産
の
売
買
や
金

銭
の
貸
し
借
り
な
ど
の
ほ
か
、
交
通
事

故
の
損
害
賠
償
や
離
婚
時
の
慰
謝
料
な

ど
、
重
要
な
契
約
を
取
り
交
わ
す
と
き

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
遺
産
を
め
ぐ
っ
て

の
争
い
を
防
ぐ
た
め
に
、
遺
言
公
正
証

書
を
作
成
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
会
社
設
立
の
定
款
や
私
文

書
の
認
証
な
ど
で
公
証
制
度
が
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

公
証
制
度
に
関
す
る
相
談
は

公
証
役
場
で

公
証
制
度
に
つ
い
て
の
相
談
や
公
正

証
書
の
作
成
は
、
公
証
役
場
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
相
談
や
文
書
の
内
容
に

つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
完
成
し

た
公
正
証
書
の
原
本
も
厳
重
に
保
管
さ

れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
紛
失
し
た
り
、
書

き
替
え
ら
れ
た
り
、
あ
る
い
は
勝
手
に

み
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

J進言ノ
1KA 

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

-R金拾
万
円

上
河
東
四
五
一
井
上
俊
男
様

井
上
様
は
、
故
御
母
堂
ま
さ

江
様
の
遺
志
を
生
か
さ
れ
右
金

額
を
地
域
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
、
こ
の
ほ
ど

社
会
福
祉
協
議
会
(
泉
幸
弘
会

長
)
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

間
10月27日-11月g日

週受雪
国

一事会

ロ冗

秋
の
読
書
週
間
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
の
標
語
は
「
ホ
ン
の
ム

シ

っ

て

ど

ん

な

ム

シ

/
」
で
す
。
夜
も
す
っ
か
り
長
く
な
り
、
「
ホ

ン
の
ム
シ
」
を
探
す
に
は
最
高
の
季
節
で
す
。
散
歩
の
途
中
や
買
い

物
帰
り
に
、
気
軽
に
図
書
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
図
書
館
は
静
か
に
す
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
と
、
小
さ
な
お
子

さ
ん
を
連
れ
て
く
る
こ
と
を
た
め
ら

っ
て
い
る
お
母
さ
ん
い
ま
せ
ん

カ
?
・町

立
図
書
館
で
は
、

小
さ
な
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ご
参
加
い
た
だ

け
る
「
読
み
聞
か
せ
と
お
話
の
会
」
を
毎
月

1
回
(
第

3
木
曜
日
午

前
日
時
か
ら
)
ひ
ら
い
て
い
ま
す
。
「
き
き
み
み
ず
き
ん
お
は
な
し
の

会
」
の
お
母
さ
ん
が
中
心
と
な

っ
て
、
子
あ
そ
ぴ
や

エ
プ
ロ

ン
シ
ア

タ
ー
、
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
い
ま
す
。
歌
っ
た
り
体
を
動
か

し
た
り
し
て
、
図
書
館
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

き
っ
と
、
「
ホ
ン
の
ム
シ
」
も
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

町
立
図
書
館
か
ら

舎
用
の

お
す
す
め

図
書

【
一
般
図
書
】

溺
愛

H
我
、
か
子
イ
チ
ロ
l
H

鈴

木

宣

之

小

学

館

由
利
徹
が
行
く

高

平

哲

郎

白

水

社

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
っ
し
ょ
い

数
村
良
子
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

ジ
エ
二
フ
ァ
ー
と
大
人
の
自
分
た
ち

シ

工

イ

ン

ウ

ル

フ

新

潮

社

恋
愛
は
少
女
マ
ン
ガ
で
教
わ
っ
た

横

森

理

香

ク

レ

ス

ト

社

【
児
童
図
書
}

シ
ャ
ン
ハ
イ
・
ボ
ー
イ
チ
ア
・
リ
君

秦

文

君

岩

崎

室

田

庖

上
野
動
物
園
サ
ル
山
物
語

川

口

幸

男

大

日

本

図

書

め
う
し
の
ジ
ャ
ス
ミ
ン

デ
ュ
ボ
戸
ザ
ン
童
話
館
出
版

ぼ
く
は
こ
ど
も
の
ぞ
う
で
す

ミ
ェ
ラ
・
フ
ォ
ー
ド
リ
ブ
ロ
ポ
l
ト

ぽ
く
と
お
か
あ
さ
ん

宮
本
忠
夫

平成8.11.1しょうわ⑪広報

く
も
ん
出
版
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スポーツの秋に

あなたもざうぞ

文化・

11月3日(日)

午前10時30分~

総合会館 2階軽運動室

「なぜ人は、昆虫採集に魅せられる

(J)カリ

山梨大学教授

女文化講演会「虫屋の文化論」

日寺日

平
成
9
年
度
学
生
募
集

山
梨
県
立
震
業
大
学
校

募
集
人
員

農
学
部
本
科
課
程
(
修
業
年
限
2
年
)

果

樹

学

科

お

人

園
芸
畜
産
学
科
お
人

経
営
情
報
学
科
目
人

農
学
部
研
究
科
課
程
(
修
業
年
限
2
年
)

加
入

願
書
受
付
期
間

口
月
幻
日
l
ロ
月
日
日

入
校
試
験
日

平
成
9
年
1
月
日
日
学
科

平
成
9
年

1
月
U
日

面

接

研
究
科
は
日
日
の
み

お
問
い
合
わ
せ
は
、
山
梨
県
立
農
業
大

学
校
(
0
5
5
1
1
m
1
2
2
6
9
)

ま
で

所

題

場

演

清彦さん

*'96昭和町スポーツ
フェスティパル

11月10日(日)

午前 8時30分 ~

釜無工業団地公園グラウンド

時

所

田也師講

日

場

参
加
者
募
集

社
交
ダ
ン
ス

「
初
心
者
教
室
」

日
時

日
月
ロ
日
(
火
)
凶
日
(
火
)

初
日
(
火
)
ロ
月
3
日
(
火
)

日
日
(
火
)
午
後
8
時
i
9
時
必
分

講

師

窪

田

善

也

さ

ん

平
井
美
恵
子
さ
ん

参

加

料

千

円

定

員

初

人

会

場

中

央

公

民

館

主
催
文
化
協
会
社
交
ダ
ン
ス
部

お
申
込
み
は
文
化
協
会
社
交
ダ
ン
ス
部

蒔
団
長
治
(
お
1
2
3
6
1
)
ま
た
は
、

教
育
委
員
会
文
化
協
会
事
務
局
(
万
|

3
7
3
7
)
ま
で

今
年
は
、
町
制
お
周
年

記
念
事
業
と
し
て
落
語

家
の
桂
米
丸
師
匠
を
迎

え
ま
す
。
各
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
ご
協
力
に
よ
る

出
庖
・
お
楽
し
み
抽
選

会
な
ど
楽
し
い
催
し
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

回

お

年

寄

り

、

障

害

者

、

げ

母

子

父

子

家

庭

の

み

な

第

さ

ん

の

ご

参

加

を

お

待

ち
し
て
い
ま
す
。

日

時

日

月

M
日
(
日
)

午
前
9
時

1

総
合
会
館

社
会
福
祉
協
議
会

福祉まつり
主場
催所参

加
者
募
集

中
級
水
深
教
室

対
象

一
般
成
人
男
女
(
初

μ
前
後
泳

げ
る
人
)

定

員

初

人

会
場
町
立
温
水
プ

l
ル

日
時
日
月
初
日

1
ロ
月
初
日
(
毎
週

水
・
金
曜
日
)
計
日
回
午
後
2

寺
1

※
利
用
チ
ケ
ッ
ト

(
3
千
円
回
数
券
)

が
必
要
で
す

お
申
込
み
受
付
日
月
1
日
か
ら
、
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。
お
申
込
み

は
町
立
温
水
プ
ー
ル
(
お
|
9
8
1
1
)

ま
で

受
講
生
募
集

入
門
「
書
道
教
室
」

書
道
を
習
い
た
い
人
、
こ
の
機
会
に

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
日
月
日
日
(
月
)

比
日
(
木
)
四
日
(
月
)

幻
日
(
木
)
お
日
(
月
)

お
日
(
木
)

ロ
月
2
日
(
月
)
5
日
(
木
)

午
後
7
時
初
分
1

場

所

中

央

公

民

館

定
員
加
入
(
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
)

費
用
千
円
(
用
紙
代
等
)

お
申
込
み
は
日
月
1
日
か
ら
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
(
お
l
3
7
3
7
)
ま
で

婦人会からお知らせ

女 1円玉募金ご協力のお願い
婦人会では、会員が 1円玉の募金を行い、町社

会福祉協議会及びその年の大きい被災地へ義援金

を贈っています。会員でない方も募金にご協力を

お願いいたします。

募金先:各地区の婦人会役員及び教育委員会

安バザー実施について
11月 3日の文化祭にあわせてバザーを実施しま

す。

午前の部:10時~12時

午後の部 1 時~3 時

女高齢者家庭訪問
交通安全運動の一環として高齢者の家庭を訪問

(会員以外も含む)し、交通安全 について話し合

い、体につける反射材の配布も行っています。

国保ミこだより
町が医療機関などに支払った 8

月分の医療費は、約4，300万 6千円

です。(前年同月比8.0%の増)病気

の予防は、早期発

見、早期治療が大

切です。むやみな

転医はつつしみ、

医療費を大切に使

し1ましょう 。

EZTTZコ
「気をつけて」

朝の一言 忘れずに

==9月分

⑫ 平成8.竹.1しょうわ広報



河西区消防木竺ス乾燥塔完成

河西区公会堂・消防団詰め所と同じ敷地内に、消防ホース乾

燥塔が完成しました。消防ホース乾燥塔は、町の消防・防災施

これまでに清水新居・西条一区・飯

喰・西条新聞・築地新居の 5地区に設置され、河西区が 6番目

設整備事業の一環として、

となります。

従来、訓練や火災現場で使用したホースを乾かす場合、ぞれ

ぞれの地区でフェンスを利用するなどしていましたが、今回の

ホース乾燥塔の設置により、今まで以上に消防・防災体制の充
消防・防災への備え

ますます充実 実がなされたことになります。

-
フ

lま

ち'

、ー

草
紅
葉
川
の
ほ
と
り
に
映
ゆ
る
け
り

大
群
の
案
山
子
仕
掛
け
に
稲
雀

蒲
公
英
の
穂
索
飛
び
交
ふ
保
育
園

幼
さ
の
残
る
瞳
や
合
歓
の
花

爪
噛
ん
で
句
作
進
ま
ぬ
夜
長
か
な

蔦
衣
す
っ
ぽ
り
被
る
記
念
碑
や

石
庭
に
朗
詠
涼
し
禰
宜
の
妻

タ
映
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
夏
惜
し
む

居
待
月
波
に
浮
べ
て
大
洗

大
洗
旅
の
つ
か
れ
の
宿
浴
衣

湧
く
ご
と
く
来
る
暴
走
車
虫
し
ぐ
れ

大
根
蒔
く
肩
に
ト
ク
ホ
ン
匂
ひ
け
り

草
角
力
行
司
は
女
で
あ
り
に
け
り

半
纏
が
風
起
し
行
く
秋
祭
り

新
し
き
墓
石
の
怯
し
夕
鯖
蛤

嬰
も
聞
く
文
学
講
座
夜
の
秋

茄
子
作
り
老
い
し
夫
婦
の
睦
ま
じ
く

共
通
の
わ
ぴ
し
さ
老
等
涼
み
け
り

幡
榔
の
刃
向
う
気
な
し
袖
に
居
て

コ
ス
モ
ス
が
映
り
シ
ネ
ス
コ
始
ま
り
ぬ

富
士
講
の
小
鈴
よ
く
鳴
る
花
木
僅

朝
霧
や
祭
り
疲
れ
の
村
覚
め
ず

フ

俳

句

-塩
田

麻
子

薬
袋

花
枝

河
田

女子
子

雨
宮

礼
孝

i頼

金
造

輿
石
さ
だ
代

磯
部

与

小
沢
百
合
子

中
沢

静
代

長
田
そ
の
子

高
野

久
枝

…@@@@@一

目

安

お

誕

生

*

健

や

か

な

ご

成

長

を

日

静

t
v

朔

平

(

芳

浩

)

山

静

上
向
東
二
区

山
下

秀

平

(

正

彦

)

山

町

・

ご

結

婚

.

末

長

く

お

幸

せ

に

吋

噌

二

区

清

家

寛

三

O
矢
野
ち
さ
と

申

一

お

く

や

み

一

向

@
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

日

平成8.竹.1しょうわ広報⑬ 



て 叩糊砂川t ザ， e ~ e dク， 

早希さん福田

二人のお兄ちゃん達に、お姫さまのように大事

にされています。家族を温かい気持ち!こさせて - --

くれる早希。明るくやさしい子に育って下さいo(庁ココ
)まで ..........?i令士会j

eH 7 . 8 .28生(築地新居〉
・(父〉昭人さん(白)聖子さん

eH 6. 9 .28生〈西条二区)
・(父〉弥ーさん(田〉きよみさん

るりさん吋月
M
明王

毎日しんやにいちゃん、ゆみねえちゃんとけん
かばかりしています。私もすこしは強いです。
るり色の光を持って人!こやさしく思いやりのあ
る子に育ってほしい。

212): 

F奈μU舛 1r
ま
あ
、
お
い
し
そ
う

ちょっと一言

食推の今年のテー7 は、控えめ

控えめ脂肪と塩分た くさ んた くさ

んカjレシウムグ

おすすめの二品です。

食生活改善推進員

樋口久美子さん(押越)

ジ
ジ
ュ
ー
ス
煮

+
〈
坦
収
穫
-
2
m
w
喝」

HmM
九日

-材料(鶏のオレンジ、ジ、ユース煮4人分)

鶏もも肉…...・H ・.....・H ・H ・H ・..…...・H ・..… E枚

オレンジ、ジ、ユース (100%果汁)……200cci 
コンソメスープ...・H ・..…...・H ・..……200ccI 
しょうゆ...・H ・H ・H ・..…………...・H ・..…大 l⑧
ワイン力、酒………...・H ・.....・H ・.....・H ・..大 2I 
赤ざとう…...・H ・.....・H ・..…...・H ・..……少々 )

i由
にんにく…...・H ・..……...・H ・.....・H ・..…… l片

塩

こしょう

・作り方

・鶏は l枚を 2つに切り、塩・こしようして画面を焼く。(皮が

こんがりキツネ色)

・出たj由を紙でふきとり⑧を加えて40-50分煮込む。(煮立った

らアクと油はとる)

汁が煮つまりソースとしてかける分が残っていればよい0

・材料(大根葉のごはん)

大根葉

白魚

ゴマ

・作り方

・葉をこまかく切りフライパンでからいりする。

・炊き上ったごはんに白魚と葉をまぜてゴマをかける。

@
と
ひ
と
V
手

V
毎
日
、
鏡
を
み
て
い
る
と
、
顔
、
ガ
丸

く
な
つ
だ
こ
と
や
、
大
人
び
だ
顔
つ
き

に
な
っ
だ
こ
と
な
ど
あ
ま
り
意
識
し
な

い
も
の
で
す
。
あ
る
巴
、
昔
の
写
真
を

見
つ
け
だ
り
す
る
と
「
こ
ん
な
だ
っ
定

か
」
と
思
つ
だ
り
し
ま
す
。

V
昭
和
田
は
、
町
制
施
行
お
周
年
を
迎

え
ま
し
だ
。
ず
っ
と
こ
の
町
に
住
ん
で

い
る
と
、
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
街

並
み
を
、
あ
ま
り
意
識
す
る
こ
と
は
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
時
代
と

と
も
に
発
展
を
続
け
る
昭
和
町
。
町
勢

要
覧
は
、
昭
和
町
の
ぶ
つ
」
を
表
現
す

る
と
と
も
に
、
歴
史
を
振
り
返
っ
て
も

い
ま
す
。

V
い
つ
も
の
街
並
み
を
町
勢
要
覧
を
と

お
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
「
あ
あ
、
こ
ん

な
こ
と
も
あ
つ
だ
の
か
」
と
、
き
っ
と

伺
ガ
「
発
見
」
が
あ
る
は
ず
で
す
。

〔町の人口〕

男 7，299人(+29) 

女 6，835人(+15) 

計 14，134人(十44)

世帯数 5，125戸 (+30) 

10月1日現在。 ( )内は前月比

町の鳥=ひば り

町の花=れんげ

町の木=乙女椿

ioeeoawave 

⑪ 平成8.竹.1しょうわ広報ご意見・ご希望をお寄せください。広報担当


